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みんなで創り上げるすばらしさ  

副校長 永島 典子 

北国からは初冠雪、初氷の便りも届くようになりました。西柴小の周りでも、木々の葉が色付き、秋の深まりを感じます。 

「（運動会では）見てくれる人たちに楽しんでもらえるように、三年生みんなで力を合わせて楽しく踊りたいです。」これ

は、後期始業式の児童代表のことばの一部分です。みんなで協力して、全力でチャレンジしようという気持ちが伝わって

きました。後期が始まって半月が過ぎ、子どもたちも豊かな学びを教師と共に楽しみ、着実に成長してきています。 

１０月２１日（土）に「西柴ふれあい運動会 2023」が行われました。今年の運

動会スローガン「みんなで協力 全力チャレンジ 西柴キッズ」のもと、力いっぱい

一人ひとりの思いや願いを込めて表現することができた一日でした。今年度は、

多くのご家族のみなさまや学校運営協議会委員の方々、自治会・町内会会長の

みなさまにご参会、そして温かい声援をいただき感謝申し上げます。 

今年は、団体競技も行うことができ、応援係による応援も加わりました。力を合

わせて競い合う団体競技、気持ちを一つにして発表する団体演技。どちらも真剣

に、笑顔で取り組んでいました。１年生の「グーチョキパーで☆スーパーわくわくブラザーズ」では、仲良しの友だちと協

力して踊る楽しさを表現しました。練習段階から笑顔で楽しそうに踊る姿が大変印象的でした。２年生の「The『楽』わく

わく広がる協力の輪」 では、 一人ひとりが手と心でつながりながら、「ヘイ」「ヤー」のかけ声とともに元気いっぱい踊り

ました。 ご参会のみなさまの温かい手拍子、ありがとうございました。３年生の「雨のち･･･レインボー！」では、個々のもつ

豊かな感性がはじける動きで演じたり、チームワークよく表現したり、みんなで心を一つにして、校庭に大きな虹をかけま

した。 ４年生の「西柴ソーラン 2023～本気（マジ）～」では、 ソーラン節の軽快な音楽と大きなかけ声が響き渡り、力強

く迫力のある演技でした。５年生の「踊れ！輝け！５スターマイン★」では、

見ている人たちも楽しめるよう相手意識をもって取り組みました。一人ひ

とりの輝きが一つの大きな星となりした。６年生の「Let’s dance！！有終

の華を咲かせよう✿」では、集団でいかに心や動きを合わせ、演技をまと

めていくかが問われるものでした。声を掛け合いながら心を一つにして

「作品」を創り上げてきたこれまでの努力やがんばりに、多くの拍手をいただくことができました。いずれの学年でも一人

ひとりの子どもが、仲間とともに一つの演技を創り上げていくために協力し、心を一つにして、全力でチャレンジしたことを

感じました。 

今回の運動会から子どもたちが学び得た「チームワーク」の大切さを活かして、これからも楽しい学校生活を送ってい

くことを期待するとともに、私たち職員も子どもの成長をしっかりと支

えていきたいと思います。 

今月は遠足や宿泊体験学習などを予定しております。子どもたち

が季節の変化や自然の様子を感じ取り、豊かな心情が養われるよ

う、また楽しい思い出を作ることができるように取り組んでまいります。 
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